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年 磅 磅 磅
▲一八九五 七、一六七、三〇〇 一、七七一、〇〇〇 一、六二五、〇〇〇
▲一八九六 八、五四一、〇〇〇 二、二六三、〇〇〇 二、四一七、〇〇〇
▲一八九七 七、一一八、〇〇〇 一、六一七、〇〇〇 三、七四四、〇〇〇
▲一八九八 七、二六五、〇〇〇 二、四〇〇、〇〇〇 三、三八〇、〇〇〇
▲一八九九 九、七三〇、〇〇〇 二、五三二、〇〇〇 四、五九九、〇〇〇
上平均年額 七、九六四、〇〇〇 二、一一七、〇〇〇 三、一五五、〇〇〇
▲一九〇〇 八、三三九、〇〇〇 二、六三六、〇〇〇 五、〇〇七、〇〇〇
▲一九〇一 九、三八七、〇〇〇 二、三七七、〇〇〇 三、八七七、〇〇〇
▲一九〇二 九、二七九、〇〇〇 二、四三九、〇〇〇 六、八七六、〇〇〇
▲一九〇三 九、四六二、〇〇〇 三、一七八、〇〇〇 五、八七六、〇〇〇
▲一九〇四 一三、一四六、〇〇〇 三、三八〇、〇〇〇 四、九六二、〇〇〇
















































































































































50 松山大学論集 第27巻 第6号
はかり，その品性・公徳に問題があったことを問題として，商業教育の使命は
未来の実業家たる学生に高潔な道徳的情操を涵養することが目的であり，その
ための有効な2つの方法－高尚な品性のある実業家に接触する機会を多く作る
こと，並びに教員が高尚なる品性を有し学生に感化すること－を論じたもの
で，これまた卓見であった。
③の「働くもの遂に最後の勝利を得ん，最近に於ける独逸の活躍」は，ドイ
ツが急速に発達したのは，勤勉だからだといい，後進国日本はもっと働かねば
ならぬと叱咤激励したもので，勤勉を尊ぶ彰廉の思想を述べたものである。
最後に，彰廉の市立大阪高等商業学校長時代の功績について述べておこう。
卒業生明路常造（大阪高商教授，留学生第1号）が星野通編の『前掲書』で次
のようにまとめている。68）
第1に校友会の組織（明治32年4月）。
第2に学校の創立記念日の制定（明治32年11月15日）。
第3に大阪商業学校を高等商業学校に昇格させたこと（明治34年4月11
日）。
第4に外国留学の制度を作ったこと（明治40年7月）。
しかし，彰廉校長の功績はこれだけにはとどまらないだろう。さらに追加し
ておこう。
第5に新校舎の建設（明治44年4月27日）。
第6に加藤奨学金の設置（大正2年7月28日）。
第7に卒業生の就職の世話。
第8に生徒への温厚で清廉高潔な人格的影響ならびに堅実な教育精神（修
学綱要，商業教育論）の影響。
等々である。
68）星野通編『前掲書』289～291頁。
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